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一般用医薬品のネット販売について 

全国薬害被害者団体連絡協議会 増山ゆかり 

■医薬品は営利目的の中にある商品であることから高い安全策が求められる 

 多くの人々は、薬害の原因は薬のせいだと思っていませんか。 

私たち薬害被害者はそう思っていません。薬害の多くは未知の副作用の出現に、「副作

用情報の提供」「警告」「薬の回収」といった消費者保護の対応ができず、被害を拡大し

深刻化させたと薬害裁判で指摘されてきました。「科学的根拠がない」「因果関係がはっ

きりしない」ということが、裁判で問題のある薬が売られ続けた理由に述べられてきま

した。しかし、科学的根拠や因果関係を求めることは、被害の蓄積を待つことを意味し、

これまでの薬害事件では、副作用被害を最小限に留めることができませんでした。 

 医薬品は電化製品などと違い患者自身が薬の善し悪しを判断することが難しい上に、

ネガティブ情報を製薬企業に頼らざるを得ない構造の中にあるために、より高い安全策

を医薬行政は講じなければならないと思います。利益を優先する企業戦略が、患者の命

や健康が脅かした人災だったと過去の薬害裁判は指摘しているからです。 

 再び医薬行政に、「利便性」の名の下に企業論理を持ち込むことをよしとするような

制度設計や価値観を広げることは危険だと思います。 

 サリドマイド、スモン、エイズなど薬害事件で何千という尊い命の犠牲を意味のある

ものにするには、薬害から学び薬害を教訓にして欲しいと願うばかりです。 

 

■消費者は医薬品のリスクについて、どれだけ知っているのか。 

 医薬品は誰が飲んでもリスクは同じではありません。小児や妊婦、或いは高齢者など

服用する人の状態では注意すべきことも違い、リスクの種類も程度も大きく異なります。

適切なアドバイスがあれば避けられるリスクもあり、医薬品販売時には直接専門家が関

与することが大切です。消費者保護という視点が必要です。 

 一般用医薬品は医療用に比べ副作用が軽いと思う人もいますが、実際は SJS など死

亡や失明など医療用同様に重篤な副作用が起こることもあります。先ずは正しい医薬品

の服用には添付文書をよく読み、用法用量を守ることが大切ですが、それだけでは不十

分で「一錠の錠剤を服用するためにどれくらいの水が必要か」「牛乳やジュースで飲む

ことは避けなければならない」「子どもに大人の薬は量を減らしても飲ませてはいけな

い」など添付文書にない知識も必要です。一般用であっても医薬品は諸刃の剣ですから、

自らの健康を犠牲にすることでしか、本当の副作用の怖さを知ることができません。 
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■ネット販売という形態は、リスクある医薬品を扱うことに適しているのか。 

 消費者の薬についての知識が不十分な中で、時間や年齢を問わず医薬品にアクセスで

きる環境は、利便性と引き替えに消費者を不用意な副作用リスクに晒しかねないと危惧

します。 

 ネットそのものの危うさも数多く指摘できると思います。昨日まであった薬店が今日

はないということが簡単に起こりえます。購入者が悪質業者を見抜くことは容易ではな

く、ネットであるが故のリスクを消費者が追うことになります。年齢詐称や受診勧告す

べき状況など柔軟な対応が求められるとき、対面していれば少なからず問題を回避でき

るケースについて、別の手段に置き換えることはできるのでしょうか。 

「安全性を適切に確保する仕組みを設ける」と国は掲げていますが、作ったルールを国

が責任を持って監視するということが、現実的に可能とは私には思えないのです。 

安全策が十分に講じられないまま見切り発車すれば、原発事故と同じ道を歩むことにな

りはしないでしょうか。消費者保護の観点からも利点だけではなくリスクについても検

証し、医薬品のネット販売に踏み切るべきだと提案するのであれば、少なくとも悪質業

者の排除方法を示していただきたいと思います。一瞬で国境を越え誰もが自由にアクセ

スできるネットの中で、偽薬や悪質業者から消費者の努力で身を守れないのであれば、

ネット技術の進歩を待つべきです。また、今回の議論の結果によっては、コンビニなど

他業種からの医薬品販売参入の引き金になることも予測できます。ここで示した販売基

準が医薬行政全体に影響させるという意識し、安全性、整合性など考慮しながら慎重に

議論を重ねていただきたいと思います。 
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